Lesson Note　第12回　チュータリングと倫理
	「倫理」とはなにか
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チュータリングでの倫理規定
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チュータリングでの倫理の方針
	倫理
　　　↓
（　　　　　　　　　　　　）の指針




チューターとして「　　　　　　　　　　」と「　　　　　　　　　　」の規準



倫理規定を基にチューター自身が判断を下す
　　　↓
実践・応用の必要性

倫理規定の内容
　　　↓
チューターが所属する
教育機関に確認


ACTP（コーチングおよびチュータリング専門協会）における倫理規定
１．最優先事項
チューターは、自分が所属する機関の考えに準じるかたちで、チューティーの利益を最優先にするように行動することを約束します
２．責任
チューターは、自分自身のふるまいに責任をもちます。またチューターとチューティーのあいだに起こり得る衝突を解消するように働きます
３．清廉性
チューターは、正確、誠実、そして正直であることを実践し、また推し進めます
４．公平性
チューターは、合理的な判断を下します。また自分の潜在的な思い込み、能力や適性の限度、そして専門知識の限界が、チューター業務での正しくない行いを慣例化することにつながったり、そういった行いを容認しないよう予防する手段を講じます。
５．約束
チューターは、学習者と交わした約束を果たします
６．他者の権利と尊厳の尊重
チューターは、すべての人びとの尊厳と価値を尊重します。また個人のプライバシーや守秘義務、自己決定の権利を尊重します
７．優秀
チューターは、チュータリングの技術を向上させるよう日々取り組みます。また専門的な能力を伸ばす活動を行い、自分の優れているところを維持することに励みます
８．個人差の尊重
チューターは、文化的な、個人的な、また個々人の役割における違いを尊重します。こういった違いには、年齢、性別、ジェンダー、性自認、人種、民族、文化、出身国、宗教、性的指向、障害、言語、および社会経済的状況に基づくものが含まれます
９．プロフェッショナルとしての主義
チューターは、チューティーと適切ではない関係をもちません
１０．守秘義務
チューターは、自分がチューター業務に携わっている際に知り得た個人情報を保護するという点について、もっとも厳しい基準でプライバシーを守ります。

チュータリングでの倫理の方針
· 所属機関の規定を調べる
· チューター同士で話し合う
· 所属機関からアドバイスをもらう
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